
大篠支所
管内より

　小学３年生の翔空くんと年少組の瑞希くん。兄の翔空くんは、大篠
のチームに所属し、日々練習に励んでいる野球少年 ！  「試合に出たら、
ヒット１本は打ちたい ！ 」と意気込みます。ピッチャー志望で、食へのこ
だわりも人一倍の翔空くん。好きな食べ物は、たらこクリームパスタと
柔らかくてカリカリのから揚げ。看護師に憧れている弟思いの優しいお
兄ちゃんです。
　弟の瑞希くんは、車やバイクなどの乗り物が大好き ！  ちょっぴりやん
ちゃな元気いっぱいの男の子です。バナナやパイナップル、イチゴなど
フルーツが大好きな瑞希くん。好きな色を聞くと、「ぜんぶの色がすき」
と照れながら教えてくれました。兄弟仲良く、すくすく成長してね ！

日章支所管内より

ケンカもしない、仲良し兄弟です♪
岡本 翔空くん（８） 
　　 瑞希くん（３） 
父：翔さん　母：未来さん

おか もと　 わ　く

みず　き

しょう み　く

　クルクルでもふもふの毛がキュートな、トイプー
ドルのむぎくんとクー太くん。４年程前に迎え入れ
たむぎくんは、とにかく人が好きで元気いっぱい ！  
そんなむぎくんの遊び相手になればと今年迎え入
れたクー太くんは、一人遊びなどのんびり過ごす
こともあります。それぞれ性格は違いますが、じゃ
れ合ったり、庭先を走ったりとっても仲良しな２匹。
「また一から子育てをしている感覚」と、日々ご夫
婦に癒しを与えています。
　初めは、トイレトレーニングなどのしつけに苦戦し
ましたが、「飼い主と犬が幸せに暮らせるように、
最低限のしつけは大切」と香代さん。病気をせず
長生きしてほしいと願い、２匹にたくさんの愛情を
注いでいます。

飼い主と犬。
双方が幸せに暮らせるために
飼い主：竹村 香代さん
ペット：（上）  むぎくん（４）  
　　　     （下）  クー太くん（６カ月）  

たけ むら　か　よ

大川支所
管内より

　大川村の花卉農家山中農園で労働実習生とし
て働いているハンさんとヴァンさん。お２人とも花
が好きだったことから山中農園を選び、令和３年２
月19日にベトナムから来日されました。
　初めて大川村に来た時は、山ばっかりでびっくり
したそうですが、「住んでいるうちに少しずつ慣れて
きた」と笑顔のお二人。まだまだ大変なこともあり
ますが、日々たくさんのことを吸収しながら仕事に
励んでいます。
　ハンさんの今後の目標は、「今の仕事を一生懸
命にやる」こと。ヴァンさんは、「日本語の通訳をし
たい」とそれぞれの夢や目標を力強く語ってくれま
した。それぞれ新たなステップに向けて全力で取り
組んでいます。

ベトナムから大川村へ
（上）グェン・ティ・ハンさん（20）  
（下）ティン・ティ・トゥイ・ヴァンさん（22）  

　昨年４月に京都府から３匹の猫と一緒に大川村に引っ越してきた櫻
井さんご一家。旅館で勤務していたご主人の直彦さんが、コロナ禍の
影響を受け悩んでいたところ、友人からの誘いもあり『地域おこし協力
隊』として移住を決意。移住後は、地元のピーマン農家さんの元で手
伝いをしながら、地域の活性化に向けて精力的に活動をしています。
　奥様の陽子さんは、給食センターに勤めながら、ヨガ教室の講師と
しても活躍中です。日本（離島除く）で２番目に人口の少ない大川
村。娘の波奈さんは、人が少ないことに驚いたそうですが、「毎日楽し
く学校に通っている」とニッコリ♪  自然豊かな大川村でのんびり、山
の暮らしを満喫されています。

大川支所管内より

山での暮らしを満喫しています ！
櫻井 直彦さん（50）  
　　 陽子さん（50）  
　　 波奈さん（12）  

さくら　い　なお　ひこ

よう　こ

は　な

　南国市里改田でご家族と一緒に養液栽培でピーマンを育てて
いる博之さんは、県外で７、８年勤められ、家業である農業を継
ぐことを決意し４年前に帰高しました。帰省後は、県立農業担い
手育成研修センター等で研修を行い、２年前に就農。現在、25
アールのハウスで２作目を栽培しています。
　農業の魅力を「しばりがなく、自分次第でなんとでもなる」と
話す博之さん。栽培技術の向上にも前向きで、現地検討会など
農家同士で意見や情報交換を行う場にも積極的に参加し、自身
の栽培に取り入れるなど熱心に取組まれています。気候や樹の
成長に合わせて水分量を調節するなど、コストを抑えながら良い
ものを生産できるように努めています。

三和支所管内より

コストを抑えながら品質の良いものを
楠瀬 博之さん（35）  
くすの せ　 ひろ　ゆき
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れいほく地区

南国市地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

食品表示・衛生セミナーを開催

牛のうどん屋さんが
合宿生に食事提供

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
女
性
部
れ
い
ほ
く
地

区
の
部
員
12
人
で
活
動
し
て
い
る
『
牛

の
う
ど
ん
屋
さ
ん
』
は
、
３
月
12
日

か
ら
土
佐
町
で
強
化
合
宿
を
し
て
い

る
武
庫
川
女
子
大
学
カ
ヌ
ー
部
の
学

生
や
コ
ー
チ
18
人
に
食
事
を
提
供
し

ま
し
た
。
食
事
の
提
供
は
、
12
日
か

ら
18
日
ま
で
の
一
週
間
。
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
朝
昼
晩
用
意

し
、
学
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

献
立
は
栄
養
士
の
献
立
を
参
考
に
、

地
域
の
特
産
で
あ
る
米
粉
を
使
っ
た

『
米
粉
た
ま
ご
ド
ッ
ク
』
や
土
佐
あ
か

う
し
の
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
、
地
元
の
農
畜
産
物
を
使
用

し
た
食
事
を
提
供
。
学
生
か
ら
は
、

「
栄
養
満
点
で
美
味
し
い
」「
苦
手
な

食
材
も
、
味
付
け
が
美
味
し
く
て
食

べ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
好
評
で
し

た
。
同
部
の
薦
田
遥
コ
ー
チ
は
、「
下

宿
や
寮
生
活
の
学
生
ば
か
り
な
の
で
、

愛
情
の
こ
も
っ
た
温
か
い
ご
飯
を

作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
し
ま
し
た
。

　

同
女
性
部
の
真
辺
由
香
さ
ん
は

「
学
生
さ
ん
に
も
好
評
で
良
か
っ
た
。

地
域
が
誇
る
農
畜
産
物
の
美
味
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
活
性
化

に
女
性
部
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
は
３
月
10
日
、
食
品

表
示
や
衛
生
の
法
的
知
識
を
修
得
す

る
こ
と
を
目
的
に
『
食
品
表
示
・
衛

生
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
き
ま
し
た
。
新

た
な
試
み
と
し
て
、
直
販
所
の
出
荷

会
員
や
加
工
食
品
を
製
造
・
販
売
し

て
い
る
女
性
部
員
を
対
象
に
加
え
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
で
は
、『
風
の
市
』、『
か
ざ

ぐ
る
ま
市
』、『
ご
と
お
ち
市
』
の
出

荷
会
員
を
対
象
に
積
極
的
な
参
加
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
地
区
本
部
と
南

国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
２
会
場
で

Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
配
信
が
行
わ
れ
、
３

直
販
所
の
会
員
74
人
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、（
株
）
マ
ト
ハ

ヤ
・
フ
ー
ズ
コ
ン
タ
ク
ト
の
代
表
取

締
役
・
的
早
剛
由
氏
が
、
食
品
表
示

法
の
基
礎
知
識
や
生
鮮
・
加
工
食
品

の
表
示
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

ま
た
、
食
品
表
示
基
準
の
改
正
・
施

工
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
全
て
の

加
工
食
品
に
対
し
て
原
料
原
産
地
表

示
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

「
新
し
い
原
料
原
産
地
表
示
制
度
」

の
運
用
に
向
け
て
、
安
全
・
安
心
な

食
品
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

米袋を再利用した
エコバック作り

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
女
性
部
れ
い
ほ
く
地
区
本
山

支
部
は
３
月
28
日
、
本
山
支
所
で
使
わ
な
く

な
っ
た
米
袋
を
再
利
用
し
た
エ
コ
バ
ッ
ク
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
同
支
部
の
真
辺
由
香
支

部
長
が
講
師
と
な
り
、
部
員
ら
６
人
が
エ
コ

バ
ッ
ク
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
部
員
ら

は
、
手
順
を
確
認
し
な
が
ら
丁
寧
に
作
業
を

行
い
、
１
時
間
程
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

米
袋
は
、
ク
ラ
フ
ト
紙
を
三
重
に
し
て
作

ら
れ
て
い
る
た
め
、「
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
」

と
部
員
か
ら
も
好
評
。
真
辺
支
部
長
は
、「
資

源
を
大
事
に
再
利
用
す
る
こ
と
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
も
つ
な
が
る
」
と
話
し
、
今
後
も
希
望
者

に
応
じ
て
開
催
し
、
普
及
活
動
に
も
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

嶺北家畜市場３月定例市

　

嶺
北
畜
産
協
会
は
３
月
25
日
、
土
佐
町
の
嶺

北
家
畜
市
場
で
２
０
２
１
年
度
最
後
の
定
例
市

を
開
き
ま
し
た
。
子
牛
81
頭
、
成
牛
22
頭
が
取
引

き
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
牛
の
平
均
取
引
価
格
は
、
褐
毛
和
種
が
41

万
円
、
黒
毛
和
種
が
52
万
円
で
、
子
牛
全
体
で

は
、
43
万
円
で
し
た
。
最
高
値
は
土
佐
町
管
内
で

飼
育
さ
れ
た
黒
毛
和
種
の
去
勢
子
牛
（
日
齢
２

２
１
日
、
体
重
２
６
１
㎏
）
が
、
67
万
円
で
せ
り

落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
初
せ
り
か
ら
比
べ
る

と
価
格
は
下
降
気
味
。
同
協
会
の
西
村
行
雄
理

事
長
は
、「
出
頭
数
は
多
か
っ
た
が
、
景
気
回
復

や
消
費
環
境
の
不
透
明
感
が
取
引
き
価
格
に
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
女
性
部
南
国
市
地
区
は
３
月

15
日
、
令
和
３
年
度
通
常
総
会
を
開
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
集
ま
っ
て
の
開

催
は
行
わ
ず
書
面
で
決
議
を
採
る
書
面
議
決

に
よ
り
総
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
日
、

役
員
14
人
が
集
計
作
業
を
行
い
、
議
案
は
全

て
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
女
性
部
の
坂
本
栄
子
部
長
は
、「
大
人
数

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
難
し
い
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
な
が
ら
で
き
る
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。
全
体
の
活
動
と
併
せ

て
、
支
部
活
動
の
充
実
を
図
れ
る
よ
う
に
支

援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
次
年
度
へ
の
意
欲

を
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
南
国
市
稲
作
部
は
３
月
24

日
、
水
田
か
ら
の
濁
水
流
出
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
浅
水
代
か

き
実
践
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
野
田
地
区
の

都
築
康
夫
さ
ん
の
圃
場
で
開
か
れ
た
実
践

会
に
は
、
水
稲
農
家
や
行
政
担
当
者
、
Ｊ
Ａ

職
員
ら
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

入
水
量
を
減
ら
し
た
代
か
き
の
実
施
に

よ
り
、
河
川
や
海
へ
の
濁
水
も
流
出
を
防
ぐ

技
術
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
浅
水
代
か

き
。
同
部
で
は
、
濁
水
流
出
対
策
と
し
て
毎

年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
12
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、「
浅
水
代
か
き
」
や
「
止

水
版
使
用
の
普
及
」
を
進
め
、
環
境
に
優
し

い
農
業
の
推
進
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

完成した米袋バックと一緒に

書面議決にて開催された通常総会浅水代かき実践会の様子

温かい食事を提供し、学生との交流を深める女性部員㊧

れいほく地域

Ｗｅｂ配信で開催された食品表示・衛生セミナー

103頭が出頭した定例市

れいほく地域

南国市地区
女性部通常総会開催

環境に優しい
水稲栽培を目指して

南国市地域南国市地区
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南
国
市
地
域
よ
り

南
国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

営
農
指
導
課

０
８
８‐８
６
３‐２
４
１
５

水稲の栽培管理について
れいほく地域より

施
設
栽
培
終
了
後
の

土
壌
管
理

　

休
閑
期
の
土
壌
管
理
の
良
し
悪
し
が
翌
年
の
病

害
虫
の
発
生
や
、
作
柄
を
左
右
す
る
事
に
な
り
ま

す
の
で
、
適
正
な
後
処
理
は
、
次
作
へ
の
第
一
歩
に

繋
が
り
ま
す
。

◆
施
設
の
蒸
し
こ
み

　

作
物
へ
の
灌
水
を
２
〜
３
日
止
め
、
根
を
引
き

易
い
状
態
に
し
て
か
ら
、
作
物
を
土
か
ら
引
き
抜

き
ま
す
。
ま
た
は
、
地
際
部
か
ら
切
断
し
ま
す
。

そ
の
ま
ま
７
日
位
ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
た
状
態
で
蒸
し

こ
み
ま
す
。
作
物
を
枯
ら
す
事
で
高
温
乾
燥
状
態

に
し
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
・
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
な
ど
ハ
ウ
ス
に
残
っ
た
多
く
の
害
虫
を
死
滅

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
虫
媒
ウ
イ
ル
ス
が

問
題
と
な
る
品
目
は
、
保
毒
し
た
媒
介
虫
が
ハ
ウ
ス

外
へ
飛
散
し
に
く
い
こ
の
方
法
で
完
全
に
死
滅
さ
せ

ま
す
。
ま
た
作
物
残
さ
は
乾
燥
し
て
軽
く
な
り
、

圃
場
外
へ
の
搬
出
も
容
易
に
な
り
ま
す
。

◆
残
さ
処
理

　

近
年
は
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
や
労
力
上
の
問
題

か
ら
圃
場
内
に
残
さ
を
す
き
こ
む
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
残
さ
を
圃
場
内
に
す
き
こ
む
場
合
は
、

残
さ
腐
熟
促
進
資
材
を
利
用
す
る
と
よ
り
効
果
的

で
す
。（
使
用
目
安
は
表
を
参
照
）

　

た
だ
し
、
土
壌
伝
染
性
病
害
や
塩
類
集
積
な

ど
の
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
か
え
っ
て
そ
れ
ら
の

問
題
を
深
刻
化
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
作
物
残
さ
は
圃
場
外
に
運
び
出
し
て
処
分
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
石
炭
熱
石
灰
窒
素
を
利
用
し
た
土
壌
消
毒

　

土
壌
表
面
を
ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
で
覆
う
と
地
温

が
上
昇
し
、
土
壌
消
毒
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
石
灰
窒
素
を
併
用
す
る
と
、
効
果
が
高
く

な
り
ま
す
。

れいほく営農経済センター 営農販売課　0887－82－2803

水管理
◎気象状況を確認しながら水管理を行いましょう。
・田植え直後は、３～４㎝位の深水で苗を保護し、活着後は、２～３㎝
の浅水で分げつ発生を促す。

・１株あたりの茎数が25本程確保できたら、田面に亀裂が入る程度に落
水を行う。（中干し）

・中干し後は、潅水と落水を交互に繰り返し根をしっかりと張らす。
・収穫時期になると収穫作業に支障をきたさない範囲で落水を行う。

病害虫防除
◎各病害や害虫は品質や収量の低下
を招きます。しっかりと対策を行いま
しょう。
・稲こうじ病、ごま葉枯れ病が毎年発生す
る圃場では、出穂20～10日前にかけ防
除を行い、紋枯病、ウンカ類等害虫に
ついても同時防除を行う。

・出穂10日前までには、害虫の飛込みを
防ぐため水田周辺の雑草を除去する。

・出穂後10日頃、穂が傾き始めたら、い
もち病・紋枯れ病・カメムシ類の防除
を行う。

穂肥の施用
◎穂肥は食味や充実した籾を確保するために重要な役割を果たします。
・穂肥の時期は出穂20日前になると、幼穂が３㎜程度になり、この時期
に生育状況をみて施用する。

　収穫や剪定に使用する農具や収穫物を入れるコンテナは定期的に清掃していますか？
・表面についた土などはその日のうちに洗浄するようにしましょう。
・喫煙や飲食は既定の場所を決めて調整場所では行わないようにしましょう。
・作業前には手洗いうがいを行い、アクセサリー等の装飾品は外しましょう。
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れいほく地域番外編

　病害虫の発生は天候に大きく左右されます。気象の変化に十分に注意してください。防除は、品質低下の原
因になるいもち病、カメムシ類を中心に注意して行いましょう。

いもち病

稲こうじ病 クモヘリカメムシ

いもち病
稲こうじ病

いもち病

ウンカ類
カメムシ類

いもち病・紋枯病
稲こうじ病

ウンカ類・カメムシ類

粉

粒

乳

ブラシン粉剤DL

ブラシンフロアブル

３～４㎏

３～４㎏

1,000倍

収穫７日前まで

収穫７日前まで

２回以内

２回以内

２回以内

使用回数症状 形状 品名 使用量
（10a） 使用時期

乳

葉いもち初発10日前～初発時
穂いもち出穂30日前～５日前までコラトップ粒剤５

1,000～
2,000倍 ３回以内収穫14日前までトレボン乳剤

粒 ３㎏ １回以内出穂５日前まで
但し、収穫45日前まで

ゴウケツ
モンスター粒剤

※農薬使用時は必ず農薬のボトルや袋のラベルを確認し、登録内容や有効期限の内容に従って使用してください。

酵素・で・くさ～る

商品名

45～60㎏

10ａ使用料

15㎏

規格

表：残渣腐熟促進資材

（石灰窒素との併用は避ける）

〈
作
業
手
順
〉

①
地
温
が
上
昇
す
る
夏
期
に
石
灰
窒
素

80
〜
１
０
０
㎏
/
10
ａ
を
施
用
し
、

た
っ
ぷ
り
灌
水
し
ま
す
。

②
熱
の
伝
導
を
よ
く
す
る
た
め
に
耕
土

全
体
を
丁
寧
に
耕
耘
し
60
〜
90
㎝
幅
の

小
う
ね
を
た
て
て
光
線
を
良
く
あ
た

る
よ
う
に
し
ま
す
。
土
壌
は
、
湛
水
状

態
に
な
る
ほ
ど
十
分
に
灌
水
し
、
マ
ル

チ
ン
グ
を
行
う
（
古
ビ
ニ
ー
ル
可
）。

水
分
が
多
い
ほ
ど
熱
伝
導
が
よ
く
効
果

が
高
く
な
り
ま
す
。

③
施
設
全
体
を
密
閉
し
、
温
度
の
上
昇

を
図
り
ま
す
。

④
施
設
内
で
は
温
度
が
70
℃
以
上
に
な

り
、
深
さ
10
㎝
で
50
℃
、
20
㎝
で
40
℃

に
達
し
ま
す
。
こ
の
状
態
で
20
〜
30
日

放
置
す
る
と
土
壌
病
原
菌
や
セ
ン
チ
ュ

ウ
類
が
死
滅
し
ま
す
。

ハウス

ここに土を残さ
ないようにする

古ビニールマルチ

小うね（60～90㎝）
一時的に
たん水

有機物（稲ワラ・ケイントップ）＋石灰窒素＋水

南国営農経済センター
営農指導課
小松　寛明

本田殺虫・殺菌剤
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▼
体
験
を
通
し
て
、
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
や

農
家
さ
ん
の
思
い
に
触
れ
、
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
自
分
た
ち
が
育
て
た
農
作
物

の
美
味
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

▼
制
限
も
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う
少

し
我
慢
の
時
が
続
き
そ
う
で
す
ね
・
・
。
安
心
し
て
外

出
で
き
る
日
が一日
で
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
の
作
り
方
、
地
域
の
伝
統
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
店
先
に
あ

る
だ
け
で
な
く
、
栽
培
の
過
程
を
知
る
こ
と
で
、
作
物

を
よ
り一層
、
美
味
し
く
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
し
た
。

  

（
本
山
支
所
・
68
歳
）

▼
地
域
に
よ
っ
て
活
動
も
様
々
で
す
が
、
各
地
区
の
活

動
の
様
子
や
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
広

報
誌
を
通
し
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
！

楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
各
地
区

の
活
動
内
容
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
。
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

  

（
長
岡
支
所
・
71
歳
）

▼
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
県
内
の
生
産
者
の
方
々
が
丹

精
込
め
て
栽
培
し
た
花
々
を
飾
っ
て
楽
し
み
、『
地
産
地

消
』
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

花
の
あ
る
暮
ら
し
の
最
初
の
太
文
字
の
文
章
に
ハ
ッ
！

と
し
ま
し
た
。
地
産
地
消
っ
て
食
べ
物
だ
け
じ
ゃ
な
い

で
す
ね
。

  

（
三
和
支
所
・
64
歳
）

▼
夢
を
抱
き
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
前
向
き
に
頑
張
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
姿
は
眩
し
い
で
す
ね
。
思
い
や
目
標
、

き
っ
か
け
な
ど
一
人
一
人
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
引
き
込

ま
れ
ま
す
。

輝
け
！  

新
農
人
の
コ
ー
ナ
ー
を
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ど
う
し
て
農
業
を
始
め
た
か
、
自
分
に
も
参
考
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
い
つ
も
感
心
し
て
読
ん
で
い
ま
す
。

  
（
岡
豊
支
所
・
80
歳
）

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
減
少
せ
ず
、
外
出
で
き
な
い
状
態

で
す
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
で
す
！

  

（
十
市
支
所
・
63
歳
）

▼
素
敵
な
イ
ラ
ス
ト
と
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
花
は
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
癒
さ
れ
ま
す
よ
ね
。

切
り
花
や
鉢
植
え
な
ど
、
四
季
折
々
の
花
を
飾
っ
て
眺

め
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

切
り
花
を
飾
る
の
も
好
き
で
す
が
、
鉢
植
え
も
大
好
き

で
す
。
今
日
は
、
紫
の
フ
レ
ン
チ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
ペ
チ
ュ

ニ
ア
、
ベ
コ
ニ
ア
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。

  

（
大
杉
支
所
・
68
歳
）

パ
ズ
ル
と
き
　
今
日
も
一
人
で
　
エ
ビ
ス
顔

こ
う
ぐ
り
を
　
め
く
っ
て
最
後
　
パ
ズ
ル
と
く

（
久
礼
田
支
所
・
82
歳
）

下
手
な
り
の
　
ぬ
り
え
ハ
ガ
キ
に
　
収
ま
り
て

気
持
ち
癒
さ
れ
　
今
日
の
日
を

（
れ
い
ほ
く
支
所
・
80
歳
）

川柳・和歌紹介

　米麦水分計（ケット製ライスター）の点検を行います。希
望される方は、水分計１台ごとに①支所名、 ②住所、 ③氏
名を書いた名札をつけて、購買課又は最寄りの支所、営農
経済渉外担当職員までお持ちください。県外メーカーのた
め、期日後のお申し込みはお受けできません。

 令和４年度
米麦水分計点検

組合員課より
直販所「かざぐるま市」
新規加入者募集

※説明会、講習会に参加できない方は加入できません。

申込期日 令和４年５月25日（水）

募集期間 ７月～８月末まで

お問い合わせ先 南国営農経済センター購買課
（TEL：088－863－2413）

お問い合わせ先 南国営農経済センター組合員課　
担当：楠瀬・千葉
（TEL：088－863－2416）

対　　象 ケット製水分計

資　　格 ＪＡ高知県女性部南国市地区女性部員点  検  料 未定
（決定次第ご連絡します。
なお、修理・部品交換は別途必要）

募  集  品 野菜、花卉、加工品、手芸品

　南国市直販所「かざぐるま市」は、10月中旬頃から農産
物と加工品（惣菜や菓子など）を出荷できる方を募集しま
す。各支所に申込書を置いてありますので、希望者はお近
くの支所までお申し込みください。
　なお、お申し込みがあった方に
は後日加入説明会と生産履歴記
帳講習会の日程をお知らせします。


